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第３５期事業報告書 

自 令和６年４月 １日 

至 令和７年３月３１日 

Ⅰ．現況に関する事項 

１．事業の経過及びその成果 

［経営環境］ 

 令和 6 年度の国内経済は、持続的な物価上昇を背景に、日銀がマイナス金利政策を解除するな

ど、金融政策の正常化に向けた動きが見られました。企業による賃上げの動きは継続する一方、

エネルギー・食品価格の高止まりや円安の進行により、家計の実質購買力には依然として重しが

かかり、個人消費の回復は力強さを欠きました。このような経営環境のもと、当社は、第 35 期（以

下、「当期」という。）に次のとおり取り組んでまいりました。

［事業の経過］ 

●アコス南館ビルの運営・管理

当社は、ショッピングセンターの運営において、コロナ禍により拡大した空き区画の解消を最

優先課題として取り組んでまいりました。その結果、当期の出退店状況は、新規出店(既存店の増

床を含む)が 2 件、翌期（第 36 期）上旬に出店予定の内定が 2 件、退店が 2 件となりました。ま

た、賃貸収入の維持を目的として、空き区画や共用スペースへの催事誘致および賃料条件の見直

しによる増額改定に努めてまいりました。しかし、テナントリーシングに関しては、当期末時点

で未成約区画が 9 区画と、未だ完全な解消には至っておらず、引き続き優先的に取り組むべき課

題として認識しております。 

 集客力の強化においては、専門店会等との連携のもと、クラシックカーフェス(6 月、11 月)、

ゆるキャライベント(6 月、2 月)、お子様向けぬりえコンテスト(7 月)、ディスコイベント(9 月)、

駅前プロレス(10 月)、クリスマス合同抽選会(12 月)など、年間を通じて多様なイベントを開催し

てまいりました。これらの施策の結果、当 SC の専門店全体における年間売上は前期比（既存店ベ

ース）106.1％、買い上げ客数は前期比（同）104.2%と、堅調な実績となりました。 

ビルの維持管理面では、環境負荷低減への取り組みとして、照明の LED 化を推進するとともに、

電力利用におけるグリーンエネルギー導入に向けた準備を進めてまいりました（本年 4 月より契

約開始）。また、老朽化する設備の計画的な維持・更新と工事費等の高騰への対応のため、既存の

長期修繕計画の見直しにも着手いたしました。 

●公共施設の管理について

シティパーキングアコスの管理運営においては、老朽化が進む設備の維持・更新に係る費用の

確保が経営課題となる中、持続可能な施設運営体制の構築を視野に、草加市と協議・調整を重ね

てまいりました。その結果、草加市において利用料金の改定が決定され、本年 7 月 1 日より新料

金が適用される運びとなりました。 

また、アコスホールの管理運営においては、昨年度、草加市が館内照明の LED 化を実施したこ

とを受け、当社においてもホワイエの照明設備の LED 化工事を実施いたしました。 

●地域貢献・活性化について

都市再生推進法人としての活動においては、AKOS イベント広場を拠点とし、「アコスにぎわいフ

ェスティバル」と題した月例イベントを開催するなど、地域の学生・団体等との連携を深めなが

ら、草加駅前のにぎわい創出に取り組んでまいりました。また、地域町会等との共同事業として

草加駅前の岩清水などをイルミネーション装飾する「草加駅東口イルミネーション事業」(11 月～
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翌年 2 月)を 4 期連続で実施いたしました。 

［その成果］ 

 当期における当社の業績は、以下のとおりとなりました（各金額は百万円未満四捨五入、括弧内

は前期比を示します）。 

総売上高：1,191 百万円(100.6%) 

売上総利益：166 百万円(87.3%) 

営業損益：5 百万円(19.5%) 

経常損益：37 百万円(95.6%) 

当期純利益：25 百万円(108.7%) 

当期末繰越利益剰余金：1,039 百万円 

これらの結果、前期比では最終利益がやや改善いたしましたが、テナントリーシングの遅れやイ

ンフレ対応の課題を残す 1 年となりました。

社会情勢が急激に変化し、予測困難な経済環境が続く中にあっても、誠実、堅実な会社経営に努

め、地域経済の活性化に寄与する草加の一企業として、引き続き市民、消費者の皆様のご期待と株

主各位のご信頼に応えるべく、事業活動に邁進してまいります。 

今後とも一層のご支援とご高配を賜りますようお願い申し上げます。 
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２．資金調達の状況 

当期は、新たな資金調達はありませんでした。 

３．営業成績及び損益の状況 

(1) 売上高
（単位未満切捨） 

区  分 

第 32 期 第 33 期 第 34 期 第 35 期 

(令和 3 年度） (令和 4 年度） (令和 5 年度） (令和 6 年度） 

賃貸管理事業 
千円 千円 千円 千円 

784,014 802,554 781,143 779,460 

施設管理事業 
千円 千円 千円 千円 

297,700 292,513 277,109 284,608 

その他事業 
千円 千円 千円 千円 

121,350 126,191 125,316 127,011 

合  計 
千円 千円 千円 千円 

1,203,064 1,221,259 1,183,569 1,191,080 

(2) 財産及び損益
（単位未満切捨） 

区  分 
第 32 期 第 33 期 第 34 期 第 35 期 

(令和 3 年度） (令和 4 年度） (令和 5 年度） (令和 6 年度） 

経常利益 
千円 千円 千円 千円 

69,996 22,080 38,721 37,021 

当期純利益 
千円 千円 千円 千円 

48,417 15,949 23,379 25,414 

1 株当たりの 

当期純利益 20,131 円 96 銭 6,631 円 79 銭 9,721 円 02 銭 10,567 円 27 銭 

総資産 
千円 千円 千円 千円 

2,423,516 2,389,697 2,364,637 2,326,047 

４．主要な事業内容

事 業 部 門 おもな業務 

賃 貸 管 理 事 業 アコスショッピングセンターの賃貸及び管理運営

施 設 管 理 事 業 
地下駐車場、アコスホールの指定管理業務及び草加駅前広場、草加駅東口短

時間駐輪場設備の管理受託業務 

そ  の  他  事  業 まちづくり業務、当社所有不動産の賃貸、広告業務、損害保険代理店業務等 
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５．事業所及び従業員の状況 

(1) 事業所   草加市高砂２丁目７番１号 

(2) 従業員の状況

① 従業員数 １５名（正社員１１名、契約社員 1名、嘱託社員 1名、パートタイマー2名） 

② 平均年齢 ４６．６歳 

③ 平均勤続年数 １３年１０ヶ月

６．主要な借入先及び借入額 
（単位：千円、単位未満切捨） 

借入先 前期末残高 期中借入額 期中返済額 当期末残高 

㈱埼玉りそな銀行 39,885 0 7,735 32,150 

㈱みずほ銀行 - － - - 

㈱三井住友銀行 39,290 0 7,140 32,150 

埼玉縣信用金庫 39,868 0 7,748 32,120 

合  計 119,043 0 22,623 96,420 

Ⅱ．株式及び役員に関する事項 

１．株式に関する事項 

(1) 発行可能株式総数 ８，０００ 株 

(2) 発行済株式総数 ２，５８５ 株(自己株式１８０株を含む) 

(3) 当事業年度末の株主数 １２名 

株    主    名 保有株数 保有割合 議決権割合 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

草加市 

㈱イトーヨーカ堂 

㈱丸井 

アコス共有者協議会

㈱埼玉りそな銀行

㈱みずほ銀行

東武鉄道㈱

㈱三井住友銀行

埼玉縣信用金庫

損害保険ジャパン㈱

東京海上日動火災保険㈱

三井住友海上火災保険㈱

自己株式

１，２９３ 株 

２００ 

２００ 

１９２ 

１００ 

１００ 

８０ 

６０ 

６０ 

６０ 

４０ 

２０ 

１８０ 

50.02% 

7.74 

7.74 

7.43 

3.87 

3.87 

3.09 

2.32 

2.32 

2.32 

1.55 

0.77 

6.96 

53.76% 

 8.32 

 8.32 

 7.98 

 4.16 

 4.16 

 3.33 

 2.49 

 2.49 

 2.49 

 1.66 

 0.83 

    - 

合 計 ２，５８５ 100.00  100.00 
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２．当社の役員に関する事項 

 （令和 7 年 3 月 31 日現在） 

役  名   氏  名 職  名 

取締役社長 

専務取締役 

取 締 役 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

監 査 役 

〃 

瀨 戸 百合子 

石 井   武 

鈴 木 一 行 

山 中 崇 之 

齋 藤 祐 子 

加 藤 広 

木 村 忠 義 

中 島 義 博 

関 野 孝 行 

髙 橋 茂 仁 

坂 田 幸 夫 

（代表取締役） 

（代表取締役） 

（兼顧問） 

注 1.山中、齋藤、加藤、木村、中島、関野の各氏は、会社法第 2 条第 15 号に定める 

社外取締役であります。 

2.髙橋、坂田の各氏は、会社法第 2 条第 16 号に定める社外監査役であります。

３．取締役及び監査役ごとの報酬等の総額 

人 数 報酬等の額    限  度  額    

取 締 役 ２ 名 8,040,000 円  20,000,000 円  

監 査 役 １ 名 600,000 円 600,000 円 

以  上 
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貸借対照表

アコス株式会社

令和 7年 3月31日 現在 単位：円

資 産 の 部 負 債 の 部

科 目 金 額 科 目 金 額

【流 動 資 産】 【 654,570,519】 【流 動 負 債】 【 254,463,119】

現 金 及 び 預 金 516,981,090 １年内返済長期借入金 21,432,000

売 掛 金 3,258,901 未 払 金 50,919,460

商 品 783,830 未 払 費 用 69,073,711

貯 蔵 品 34,328 未 払 法 人 税 等 737,100

前 払 金 25,580 前 受 金 52,120,359

立 替 金 470,250 預 り 金 56,082,789

前 払 費 用 39,203,944 未 払 消 費 税 4,097,700

未 収 入 金 60,174,783 【固 定 負 債】 【 921,970,962】

未 収 収 益 金 33,637,813 長 期 借 入 金 74,988,000

【固 定 資 産】 【 1,671,476,547】 預 り 敷 金 639,720,094

（有 形 固 定 資 産） （ 970,109,165） 修 繕 積 立 預 り 金 36,648,672

建 物 138,812,211 長 期 未 払 金 47,265,283

建 物 附 属 設 備 71,931,670 退 職 給 付 引 当 金 24,827,043

工 具 器 具 備 品 3,619,319 長 期 預 り 金 16,225,700

一 括 償 却 資 産 3,075,359 修 繕 積 立 準 備 金 82,296,170

土 地 703,187,361 負 債 合 計 1,176,434,081

リ ー ス 資 産 49,483,245

（無 形 固 定 資 産） （ 2,068,915）

電 話 加 入 権 1,357,540 純 資 産 の 部

ソ フ ト ウ ェ ア 711,375 【株 主 資 本】 【 1,149,612,985】

（投資その他の資産） （ 699,298,467） 資 本 金 129,250,000

出 資 金 50,000 （利 益 剰 余 金） （ 1,038,614,985）

差 入 敷 金 658,259,660 そ の 他 利 益 剰 余 金 1,038,614,985

預 け 金 8,235,012 繰 越 利 益 剰 余 金 1,038,614,985

繰 延 税 金 資 産 32,753,795 自 己 株 式 18,252,000

純 資 産 合 計 1,149,612,985

資 産 合 計 2,326,047,066 負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,326,047,066
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損益計算書

アコス株式会社

自 令和 6年 4月 1日

至 令和 7年 3月31日 単位：円

科 目 金 額

【売 上 高】

賃 貸 管 理 収 入 779,460,692

施 設 管 理 収 入 284,608,082

そ の 他 事 業 収 入 126,160,935

まちづくり事業収入 850,452 1,191,080,161

【売 上 原 価】

期 首 棚 卸 高 463,895

賃 貸 管 理 費 用 776,301,747

施 設 管 理 費 用 220,758,683

そ の 他 事 業 費 用 26,303,040

まちづくり事業費用 1,765,464

＊ ＊ 合 計 ＊ ＊ 1,025,592,829

期 末 棚 卸 高 783,830 1,024,808,999

売 上 総 利 益 金 額 166,271,162

【販売費及び一般管理費】 160,951,998

営 業 利 益 金 額 5,319,164

【営 業 外 収 益】

受 取 利 息 223,232

受 取 配 当 金 1,000

修繕積立準備金取崩 29,432,710

雑 収 入 3,737,653 33,394,595

【営 業 外 費 用】

支 払 利 息 1,661,620

雑 損 失 30,869 1,692,489

経 常 利 益 金 額 37,021,270

【特 別 損 失】

固 定 資 産 除 却 損 4,872

税引前当期純利益金額 37,016,398

法人税、住民税及び事業税 2,603,080

法 人 税 等 調 整 額 8,999,032 11,602,112

当 期 純 利 益 金 額 25,414,286
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販売費及び一般管理費

アコス株式会社

自 令和 6年 4月 1日

至 令和 7年 3月31日 単位：円

科 目 金 額

役 員 報 酬 8,640,000

給 与 手 当 48,481,010

雑 給 2,289,095

賞 与 16,659,000

退職給付引当金繰入額 1,397,137

法 定 福 利 費 11,950,452

福 利 厚 生 費 3,939,261

旅 費 交 通 費 2,025,679

通 信 費 892,674

交 際 費 132,512

減 価 償 却 費 35,641,623

賃 借 料 3,088,008

保 険 料 1,406,162

水 道 光 熱 費 550,449

共 益 費 等 2,630,544

消 耗 品 費 3,011,461

租 税 公 課 11,437,640

広 告 宣 伝 費 373,229

支 払 手 数 料 243,301

諸 会 費 233,800

新 聞 図 書 費 135,981

業 務 委 託 費 3,220,244

会 議 費 219,614

印 刷 製 本 費 165,200

リ ー ス 料 5,061

保 守 料 12,712

研 修 費 184,410

支 払 報 酬 料 金 1,929,000

寄 附 金 10,000

雑 費 46,739

合 計 160,951,998
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個別注記表
アコス株式会社

自 令和 6年 4月 1日

至 令和 7年 3月31日

重要な会計方針に係る事項に関する注記
固定資産の減価償却の方法
(1)有形固定資産(リース資産を除く):定率法又は旧定率法を採用しております。
ただし、平成10年4月1日以後に取得した建物(附属設備を除く)については旧定額法、

平成19年4月1日以後に取得した建物(附属設備を除く)については定額法、平成28年4月
月1日以後に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。
なお、取得価格10万円以上20万円未満の資産については、3年均等償却を採用しており
ます。
(2)無形固定資産(リース資産を除く):定額法を採用しております。

引当金の計上基準
(1)退職給付引当金は、従業員の退職金支出に備えるものとして、当期末に各従業員につ
いて自己都合退職があったとした場合に支給すべき金額（中退共から支給される金額を除
く）を計上しております。
(2)修繕積立準備金は、建物・設備等の修繕支出に備えるため、任意に計上していたもの
を修繕実績額に応じて取崩しております。なお、2023年度から2032年度までの10年間に係
るアコス南館長期修繕計画において総額10億円（内、区分3負担額は8億円、当社負担額は
1.5億円程度）程度の支出を見込んでおり、翌年度以降の2032年までの8年間に係る計画修
繕費は8.3億円（内、区分3負担額は7億円、当社負担額は1.3億円）と試算しております。

計算書類作成のための重要な事項
(1) リース取引の処理方法

所有権移転外ファイナンスリース取引については、重要性の高いものを除き、通常
の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。
未経過リース料
１年以内 28,560円（消費税別）
１年超 26,180円（消費税別）

(2) 消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税抜処理によっています。

貸借対照表等に関する注記
担保に供している資産
建物等 114,270,151円
土地 632,217,378円
合計 746,487,529円

減価償却累計額の金額
有形固定資産の減価償却累計額 797,609,319円

（うちリース資産に係る金額） 49,443,155円

支配株主（草加市）に対する債権債務
債権 35,495,394円
債務 80,861,978円

株主資本等変動計算書に関する注記
発行済株式の数
株式の総数 8,000株
発行済株式数 2,585株

当事業年度の末日における自己株式の数
自己株式の数 180株

税効果会計に関する注記
繰延税金資産の発生の主な原因 当 期 前 期
未払事業税 180,354円 583,461円
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個別注記表
アコス株式会社

自 令和 6年 4月 1日

至 令和 7年 3月31日

修繕積立準備金 25,067,413円 34,032,617円
退職給付引当金 7,562,317円 7,136,749円
貸倒引当金 0円 0円
期末繰延税金資産計上端数処理 1円 0円
合計 32,810,085円 41,752,827円

繰延税金負債の発生の主な原因 当 期 前 期
未収還付事業税 56,290円
合計

リースにより使用する固定資産に関する注記
リース物件の取得原価相当額
草加駅東口短時間駐輪場設備（Ｈ２６） 0円
草加駅東口短時間駐輪場設備（Ｈ３０） 20,719,200円
草加松原ＡＫＯＳビジョン 60,165,200円
両替機 3,330,000円
草加駅東口短時間駐輪場設備（Ｒ５） 14,712,000円

未経過リース料相当額
１年内 3,236,640円
１年超 8,091,600円
合計 11,328,240円

当該リース物件に係る重要な事項
支払リース料、減価償却費相当額
支払リース料 3,236,640円

減価償却費相当額 4,183,282円

減価償却費相当額の算定方法
所有権移転ファイナンスリース取引：自己所有の固定資産に適用する減価償却方法

と同一の方法
所有権移転外ファイナンスリース取引：リース期間定額法

一株当たり情報に関する注記
一株当たりの情報
一株当たりの純資産額 478,009.56円
一株当たりの当期純利益 10,567.27円

重要な後発事象に関する注記
翌事業年度以降の重要な事象
該当なし
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